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、
記
念
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記
念
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賀
祭
が
開
催
さ
れ
多
く
の
日
系
沖
縄
県
人
、
及
び
本
国
沖

縄
県
か
ら
多
数
の
沖
縄
県
民
が
慶
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に
訪
れ
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在
亜
沖
縄
県
人
連
合
会
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
、
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会

が
開
か
れ
百
歳
以
上
五
名
・
九
〇
歳

以
上
一
人
へ
沖
縄
県
知
事
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

沖
縄
県
人
ボ
リ
ビ
ア
移
住
百
十

周
年
記
念
祭
展

 

ボ
リ
ビ
ア
は
、
国
の
面
積
が
日
本
の

三
倍
あ
り
、
入
植
順
に
第
一
〜
第
三

移
住
地
に
別
れ
て
、
世
代
も
一
世
か

ら
三
世
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

沖
縄
県
人
南
米
移
住（
移
民
）

百
十
周
年
記
念
式
典
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ブ
ラ
ジ
ル

へ
の
渡
航
は

平
成
28
年
の

沖
縄
県
人
会

創
立
90
周
年

記
念
式
典
に

参
加
し
て
ま
だ
記
憶
も
新
し
く
何

と
な
く
故
郷
に
帰
っ
た
気
分
で
あ

る
。

　
式
典
会
場
も
同
じ
で
あ
っ
た
の

で
よ
り
身
近
に
南
米
に
触
れ
た

よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
懇
親

会
は
前
回
と
は
一
変
し
て
中
身
が

濃
い
再
会
に
な
っ
た
。
前
回
会
え

な
か
っ
た
県
人
会
長
と
も
会
え

て
、
組
織
の
一
片
に
触
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
県
人
会
の
一
世
か
ら
連

綿
と
続
い
た
移
住
者
の
繋
が
り
は

１
０
０
年
た
っ
て
も
色
あ
せ
ず
、

「
ビ
ラ
カ
ロ
ン
沖
縄
ま
つ
り
」
の

華
や
か
で
壮
大
な
パ
レ
ー
ド
は
あ

た
か
も
沖
縄
県
に
い
る
の
か
と
錯

覚
を
覚
え
る
。

　
記
念
式
典
＆
祝
賀
会
は
、
２
年

前
と
同
じ
ジ
オ
デ
ー
マ
沖
縄
文
化

セ
ン
タ
ー
で
式
辞
・
来
賓
祝
辞
・

記
念
品
贈
呈
・
余
興
と
続
き
、
最

後
は
地
元
の
サ
ン
バ
演
奏
・
演
舞

で
盛
り
上
が
り
参
加
者
全
員
の
カ

チ
ャ
ー
シ
ー
で
閉
会
に
な
っ
た
。

　
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ

ス
の
夜
景
は

「
南
米
の
パ
リ
」

と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
今
回
の
式
典
の
参
加
は

夜
間
飛
行
に
な
り
、
航
空
機
の
窓

か
ら
見
る
夜
景
は
ま
さ
に
魅
惑
的

で
あ
っ
た
。
町
並
み
は
十
九
世
紀

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
石
畳
や
寺
院

建
築
の
石
造
り
の
様
式
で
、
ス
ペ
イ

ン
も
か
く
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
た
。

　
ま
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の

発
祥
地
と
し
て
も
世
界
的
に
知
ら

れ
て
い
る
。
市
の
中
心
に
あ
る
５
月

広
場
は
と
み
に
有
名
。

　
今
回
は
県
人
会
の
式
典
終
了
後

村
人
会
の
盛
大
な
歓
迎
に
会
い
、

特
に
今
帰
仁
村
代
表
者
が
同
級
生

と
知
り
、
58
年
ぶ
り
に
感
激
の
対

面
と
な
っ
た
。
相
手
も
私
が
来
る

と
は
思
い
も
か
け
ず
、
２
人
だ
け

の
同
期
会
と
な
っ
た
。
ま
た
與
那

嶺
３
兄
弟
に
も
大
変
お
世
話
に
な

り
家
庭
料
理
や
、
お
土
産
の
買
い

物
な
ど
経
験
で
き
な
い
体
験
を
さ

せ
て
頂
き
感
謝
で
あ
る
。
日
系
の

商
店
や
野
菜
栽
培
の
農
家
も
見
学

で
き
た
。
南
米
の
地
域
の
治
安
は

最
悪
で
、
自
分
で
身
を
守
ら
な
い

と
夜
も
安
心
し
て
眠
れ
な
い
ほ
ど

で
あ
る
。
今
回
の
参
加
国
の
中
で

も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
最
も
暮
ら
し

に
く
い
と
感
じ
た
。

　
ボ
リ
ビ
ア

移
住
記
念
式

典
は
思
い
も

か
け
ず
私
の

親
戚
の
一
族

と
、
も
う
一

方
は
今
帰
仁
村
人
会
の
会
長
で
私

と
同
郷
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が

あ
っ
た
。

　
親
戚
は
出
発
前
の
沖
縄
県
の
新

聞
に
ボ
リ
ビ
ア
の
記
事
が
載
っ
て

い
て
一
世
の
名
前
が
妻
の
旧
姓
と

同
じ
（
沢
岻
、
写
真
の
左
後
と
右

端
の
女
性
三
人
）
で
、
も
し
か
し

た
ら
縁
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
た
ら
、
ま
さ
に
近
い

親
戚
で
二
度
ほ
ど
自
宅
近
く
に
も

来
て
い
た
。
新
聞
の
記
事
に
は
一

世
の
功
績
が
載
っ
て
い
た
が
、
子

孫
も
初
代
に
劣
ら
ず
数
名
が
市
長

職
に
も
就
い
て
い
た
こ
と
が
今
回

の
表
彰
で
発
表
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
方
は
、
今
帰
仁

村
人
会
の
会
長
で
（
写
真
真
中
と

右
後
の
親
子
）
謝
花
義
夫
さ
ん
。

話
を
聞
い
て
る
と
弟
さ
ん
が
健
在

で
私
と
同
じ
地
区
に
い
て
旧
知
の

間
柄
で
二
度
び
っ
く
り
。

　
ボ
リ
ビ
ア
は
、
他
の
二
か
国
よ

り
過
酷
な
条
件
で
、
先
人
の
苦
労

は
想
像
に
絶
す
る
が
、
二
世
、
三

世
が
移
住
地
の
明
日
を
背
負
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

ブラジル連邦共和国

アルゼンチン共和国

沖 縄 県 人 ブ ラ ジ ル 移 民 110 周 年 記 念 祭 典
沖縄県人アルゼンチン移住 110 周年記念式典
沖 縄 県 人 ボ リ ビ ア 移 住 110 周 年 記 念 祭 展

日
　
程

南米 110周年訪問団日程
ブラジル連邦共和国祭典
アルゼンチン共和国式典
ボリビア多民族国祭典

カチャーシーを終え記念撮影 Muito obrigada.

ボリビア多民族国

2018/8/ 3 （金）～ 8/15（水）

2018/8/ 4 （土）～ 8/ 6 （月）

2018/8/ 7 （火） ～ 8/ 9 （木）

2018/8/10（金）～ 8/12（日）
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　ビラカロン沖縄まつり（2018/8/4）。各地区の琉装や

ユニフォーム、ダンス、仮装行列、空手演武、カーニ

バル、そして沿道の日本・ブラジルの国旗を振っての

応援、記念式典を翌日に控えて祭りムード満点。

　3人の女性は、今帰仁村の観光大使であり、アルゼ

ンチンの歌姫としてもすっかり定着している日系演

歌歌手［大城バネサ］さんの左からおばあさん、おね

えさん、おかあさんである。皆さんお元気で何より、

おばあさんはしきりに「バネサをよろしくお願いしま

す」と話していたので、今帰仁では知らない人はい

ませんといったらうれしそうにしていた。

　平成 28 年のブラジル沖縄県人会創立 90 周年記念

式典の時も訪問。地域に定着しているようで、その

時の従業員は 500 人であったが、2 年で 10 パーセ

ント増えて 600 人になり、着実に発展している。

　今回照屋社長自ら照屋家のルーツを語る。当初一

家はボリビアに移住し、縫物を家業にして家族で頑

張っていた。その後ブラジルに移民して 2 年間は縫

物を続けたが、後に建設資材の卸販売を始め、好調

にいく。「これもひとえに多くのウチナーンチュに

助けられたおかげです。感謝しています。」と語った。

　ブラジルの今帰仁村人会の皆さんは、いつも先

頭に立っているのが島袋家である。今回も温かい

おもてなしを受けた。ありがとうございました。

　アルゼンチンの沖縄県系企業視察は Calzados Yagi ［屋宜靴販

売店（宜野座村出身）］。かなり手広く商売をしており、通りのい

たるところに系列店があった。宜野座村の小渡議長はお馴染み

の店らしくいくつか靴を購入していた。訪問団を対応したのは

専務で、社長は今の時期（冬）は沖縄へ避寒に行っているとのこ

とであった。8月の南米は真冬である。

BrazilBrazil

ArgentineArgentine

南米スナップ集南米スナップ集Brazil

Argentine
Bolivia
Brazil

Argentine
Bolivia
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　ボリビアの民族芸能でいかに

も南米の国柄を表してエキゾ

チックな香りのする踊りである。

男女が入り混じって踊り、輪に

なって座り、一人ずつ立ち上が

り次々とユーモラスにその場で

けんかをする変わった踊りで

あった。

　民族資料館の近くにある文化会館。中は広くいろいろな行事や催し物

に使用されている。今回のボリビア移住 110 周年祭典もこの会場で行わ

れ、懐かしい人々に会い、踊り等が開催された。場内の接待は学生ボラ

ンティアがキビキビと動き、スムーズに進行していた。

　民族資料館に展示してあった 100

年前に使っていた大工道具や民具、

蓄音機、石うすなどの一部。長い

のこぎりはゆうに 3 メートルほど

あり、二人がかりで大木を伐採し

て荒山を開墾し、耕作地を開拓し

て今日の繁栄があっただろう。

　今更ながら先人たちの血と汗と

涙の痕跡を想像させる道具である。

　アルゼンチン今帰仁村人会代表者伊波幸勝

氏、58年ぶりに再会した同級生と感激の対面
　ボリビアのうるま園にて植樹祭。野外ステージにて昼食及び各村人

会との交流会が催された。

BoliviaBolivia
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９名が一般質問しました　６月１１日～２２日（通告順）

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

P13

P14

❶ クルーズ船入港と古宇利島振興について
❷ 沖縄県立農業大学校の誘致について
❸ 一般職非常勤職員の給与賃金引上げについて
❹ 城跡補償金と景観づくり事業推進について
❺ 平良新助ひやみかち公園の建設について
❻ 入学準備金の増額を実現することについて

❶ 自主財源について
❷ 今帰仁城跡について
❸ 仲宗根区商業用地について
❹ 企業版ふるさと納税の活用について
❺ 今帰仁村営住宅について

❶ 庁舎建設について
❷ 中央公民館施設について

❶ 観光振興について
❷ 電子自治体推進計画について
❸ 今泊区の港川に架かる「国道505号3号ボックスカルバート」　（橋）の改修について
❹ 景観事業について

❶ フリ―Wi-Fiアクセスポイントの整備、拡充について
❷ 農作物の鳥獣被害対策について
❸ 海中不発弾の処理について
❹ 村道与那嶺諸志線沿いの松くい虫対策について

❶ 幼稚園、保育所の跡利用について
❷ 今帰仁村のゆるキャラについて
❸ 子どもの貧困対策について

❶ 村立小中学校による学力推進について
❷ 羽地大川農業用水について
❸ 今帰仁村運動公園委託管理について
❹ 「古宇利マジックアワーRUN in 今帰仁村」の開催時期について

❶ 総合運動公園を利活用したコミュニティづくりについて
❷ 今帰仁村移住定住促進業務について

❶ スクールバス停留所の整備について
❷ 観光振興について
❸ 地域おこし協力隊について

吉田 清尊　議員

與那 勝治　議員

座間味　薫 議員

上原 祐希　議員

與那嶺　透 議員

與儀 常次　議員

島袋　誠　議員

玉城 みちよ 議員

山城　太　議員

●の数字は掲載された質問です。それ以外の質問は紙面お都合上割愛されています。本会議録に
ついては各字公民館に配布の予定です。
詳しく調べたい方は、公民館もしくは議会事務局までお立ち寄りください。

6月定例会
会期日程 (6月 14日～22日）一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
で

古
宇
利
島
へ
の
観
光
客
の
大
幅

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
古
宇
利
ふ

れ
あ
い
広
場
周
辺
に
大
型
駐
車

場
と
店
舗
、
公
衆
ト
イ
レ
、
管

理
事
務
所
、
シ
ャ
ワ
ー
施
設
等

の
建
設
に
取
り
組
む
計
画
。ま
た
、

ハ
ー
ト
ロ
ッ
ク
周
辺
道
路
の
拡

張
と
舗
装
、
蓋
の
あ
る
排
水
等

の
整
備
。
浜
に
降
り
る
歩
道
は

上
が
り
下
が
り
が
と
て
も
危
険
。

周
辺
整
備
を
早
急
に
実
施
す
る

か
。
村
長
の
計
画
、
見
解
は
。　
　
　
　
　

 

 答 

喜
屋
武
治
樹
村
長

　
古
宇
利
島
の
観
光
客
の
大
幅

な
伸
び
に
古
宇
利
ふ
れ
あ
い
広

場
の
駐
車
場
、
ト
イ
レ
等
整
備

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
村
は

急
ぎ
整
備
を
進
め
る
よ
う
検
討

し
た
い
。
ハ
ー
ト
ロ
ッ
ク
周
辺

の
整
備
は
、
平
成
30
年
度
で
用

地
測
量
及
び
用
地
購
入
を
行
う

予
定
。
工
事
は
次
年
度
か
ら
予

定
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　

村
長
の
選
挙
の
公
約
で
あ
る

沖
縄
県
農
業
大
学
校
の
誘
致
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
、

計
画
か
。
農
業
大
学
校
誘
致
村

民
総
決
起
大
会
開
催
計
画
は
。　
　

 

 答 

村
長

　
県
立
農
業
学
校
の
本
村
誘
致

に
よ
り
、
農
業
・
畜
産
業
の
振

興
、
教
職
員
等
の
就
労
や
学
生

の
定
住
、
村
内
生
産
者
の
技
術

向
上
に
向
け
た
情
報
収
集
の
場

と
し
て
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

県
立
農
業
大
学
校
誘
致
村
民
総

決
起
大
会
の
開
催
は
、
今
後
の

動
向
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
村
役
場
の
一
般

非
常
勤
職
員
の
給
与
・
賃
金
を

引
き
上
げ
る
よ
う
一
般
質
問
を

行
っ
た
。
改
め
て
質
問
す
る
。

一
般
職
非
常
勤
職
員
は
、
子
育

て
世
代
、
こ
れ
か
ら
結
婚
す
る

方
々
、
大
学
、
専
門
学
校
の
子

供
が
い
て
教
育
費
の
か
か
る
親

の
方
々
が
い
る
。
収
入
が
少
な

く
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
だ
。

給
与
・
賃
金
引
き
上
げ
を
行
う

考
え
、
計
画
、
村
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 答 
村
長

　
今
年
度
よ
り
、
時
給
等
の
一

部
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

社
会
情
勢
や
景
気
の
動
向
、
近

隣
市
町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
検

討
す
る
。

　

今
泊
区
の
財
産
の
今
帰
仁
城

跡
は
、
今
帰
仁
村
に
管
理
委

託
。
補
償
金
は
１
年
の
入
場
料

収
入
約
１
億
円
が
今
帰
仁
村
、

５
６
５
万
円
が
今
泊
区
と
極
端

に
少
額
で
あ
る
。
以
前
は
入
場

料
の
収
入
の
３
分
の
１
前
後
の

割
合
。
次
年
度
４
月
か
ら
今
帰

仁
城
跡
の
補
償
金
を
適
切
な
金

額
に
引
き
上
げ
を
行
う
考
え
、

計
画
は
。　

　

村
内
の「
景
観
づ
く
り
事
業
」

を
実
施
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

石
張
り
に
す
る
等
に
取
り
組
む

計
画
、
村
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

今
帰
仁
城
跡
の
補
償
金
の
引

き
上
げ
は
、
今
泊
区
と
協
議
を

重
ね
て
き
て
い
る
。

　
景
観
づ
く
り
事
業
は
一
括
交

付
金
を
活
用
し
、
今
泊
区
を
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、
景
観
村
づ

く
り
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
村
全
体
を
対
象

の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
、
補
助
率
、

補
助
額
の
検
討
を
行
う
。
今
年

度
は
、
必
要
な
要
綱
等
を
作
成

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

入
学
準
備
金
の
増
額
を
実
現

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
入
学
準

備
金
の
借
り
入
れ
限
度
額
は

30
万
円
。
困
っ
て
い
る
方
々
に

と
っ
て
、
30
万
円
は
入
学
に
備

え
る
の
に
十
分
な
金
額
で
は
な

い
。

　

お
金
を
工
面
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
で
大
学
、
専
門
学

校
へ
の
入
学
を
断
念
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
次
年
度
の
大
学
、

専
門
学
校
等
の
準
備
金
を
60
万

円
ま
で
引
き
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。
教
育
と
人
材
育
成
を
主

要
施
策
と
す
る
村
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

玉
城
奎
教
育
長

　
入
学
準
備
金
の
平
成
28
年
度

貸
し
付
け
実
績
は
、
10
件
で

３
０
０
万
円
。
平
成
29
年
度
は

５
件
で
１
５
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
次
年
度
か
ら
借
入
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
件
に
つ
い
て

は
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
及
び
償
還

状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
　

問1
ク
ル
ー
ズ
船
入
港
と

古
宇
利
島
振
興

問2
沖
縄
県
立
農
業
大
学

校
の
誘
致

問3
一
般
非
常
勤
職
員
の

給
与
・
賃
金
引
き
上

げ
問4
城
跡
補
償
金
と
景
観

づ
く
り
事
業
推
進

問5
入
学
準
備
金
の
増
額

の
実
現

吉田 清尊 議員
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庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
財
源

や
資
金
調
達
方
法
、返
済
計
画
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　
ま
だ
庁
舎
の
規
模
を
算
出
す

る
時
期
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

地
方
債
や
一
般
財
源
、
起
債
な

ど
を
充
て
て
建
設
予
定
し
て
い

る
。
一
般
財
源
は
、
村
有
地
売

却
等
の
選
択
肢
も
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

 

問
村
有
財
産
売
却
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
で
ど

う
い
う
公
募
を
し
た
か
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
の
公
表

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

 

問
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
く
、
買

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
村
民
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 
副
村
長

　
村
有
地
の
売
払
い
に
つ
い
て

は
、
広
報
誌
に
載
せ
る
方
向
で

検
討
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

広
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

問
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
の

売
却
は
、
知
ら
れ
た
ら
ま
ず
い

情
報
が
あ
る
の
か
と
勘
ぐ
っ
て

し
ま
う
。
村
長
は
積
極
的
に
情

報
を
発
信
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
何
で
今
回
積
極
的
に
情

報
を
発
信
し
な
か
っ
た
の
か
。　
　

 

 答 

村
長

　
今
質
問
さ
れ
、
指
摘
さ
れ
て

そ
の
と
お
り
だ
と
反
省
し
て
い

る
。
今
後
の
村
有
財
産
の
処
分

に
つ
い
て
は
、
広
報
や
区
の
情

報
提
供
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新

聞
広
告
等
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト

を
含
め
て
情
報
を
広
く
公
開
し
、

指
摘
さ
れ
な
い
方
法
に
改
善
し

て
い
く
。 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

集
合
住
宅
の
建
築
を
可
能
と

し
た
う
え
で
商
店
等
用
地
分
譲

募
集
を
行
う
予
定
と
あ
る
が
、

応
募
が
な
か
っ
た
場
合
の
展
望

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　
現
在
ま
で
商
業
用
地
と
し
て

の
規
定
の
み
だ
っ
た
が
、
住
宅

を
つ
く
る
用
件
を
加
え
て
再
募

集
し
て
い
る
。
応
募
が
な
か
っ

た
場
合
、
坪
単
価
の
再
調
整
が

必
要
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
単
価
の
件
だ
が
、
こ
ち
ら

を
下
げ
て
し
ま
う
と
周
り
の
地

価
も
下
が
っ
て
く
る
と
い
う
話

も
あ
っ
た
。
応
募
が
な
か
っ
た

場
合
、
貸
す
と
い
う
こ
と
も
可

能
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　
募
集
に
応
じ
て
く
れ
る
事
業

者
が
い
る
こ
と
を
願
う
が
、
応

募
が
な
い
場
合
、
次
の
段
階
と

し
て
賃
貸
も
含
め
て
検
討
し
た

い
。

　

３
月
に
住
所
変
更
を
し
て
退

去
す
る
と
い
う
意
思
表
示
を
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４
月
に

な
っ
て
も
５
月
に
な
っ
て
も
出

な
い
事
例
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

６
月
に
な
っ
て
や
っ
と
退
去
し

た
状
況
で
、
相
当
な
問
題
だ
と

思
う
。
そ
う
い
う
場
合
、
具
体

的
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

 答 

村
長

　
こ
の
質
問
が
出
る
ま
で
は
村

長
に
伺
い
は
な
か
っ
た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
早
い
段
階
で
決
裁
等

指
示
で
き
る
。
今
後
担
当
職
員

に
も
十
分
注
意
を
促
し
、
適
切

に
条
例
等
に
則
っ
て
村
営
住
宅

の
入
居
事
業
が
で
き
る
よ
う
改

善
し
て
い
き
た
い
。
　
　

問2
仲
宗
根
区
商
業
用
地

問3
今
帰
仁
村
営
住
宅

問1
自
主
財
源

與那 勝治  議員
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昨
年
12
月
に
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
開
催
状
況
は
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

こ
れ
ま
で
に
５
回
開
催
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
発
注
方
法
に
つ
い
て
従
来

型
に
す
る
の
か
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に

す
る
の
か
結
論
は
い
つ
ご
ろ
出

る
予
定
な
の
か
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

総
務
課
長

　
現
在
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行

く
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
等
、
９
月

末
ま
で
を
め
ど
と
し
、
決
定
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
役
場
職
員
20
名
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
作
ら
れ

て
い
る
が
今
日
ま
で
の
一
連
の

動
き
は
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 
中
原
茂
仁
副
村
長

　

昨
年
度
６
回
開
催
し
、
今
年

度
１
回
、
計
７
回
会
議
を
持
っ

て
お
り
、
昨
年
11
月
に
、
座
間

味
村
、
12
月
に
鹿
児
島
県
の
和

泊
町
の
視
察
も
行
っ
て
い
る
。　

 

問
広
報
な
き
じ
ん
に
住
民
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
と
あ
り

基
本
方
針
（
案
）、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

平
成
30
年
４
月
25
日
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
住
民
15
名
が
参
加
し
基

本
方
針
（
案
）、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
基
に
説
明
を
行
い
、
住
民

か
ら
の
質
疑
に
関
す
る
回
答
を

し
、
将
来
の
職
員
数
規
模
を
ど

れ
く
ら
い
想
定
し
て
い
る
の
か

等
の
質
問
等
が
寄
せ
ら
れ
た
。
　

 

問
庁
舎
建
設
場
所
に
つ
い

て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
80
％

が
現
在
の
場
所
ま
た
は
そ
の
周

辺
と
あ
り
、
一
方
基
本
方
針
で

は
十
分
な
海
抜
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
場
所
は
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

適
す
る
場
所
な
の
か
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

副
村
長

　

現
在
の
場
所
に
つ
い
て
は
、

海
抜
８
・
５
ｍ
あ
り
、
津
波
浸
水

想
定
水
域
に
近
接
し
て
お
り
配

慮
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
津
波

浸
水
想
定
水
域
内
に
あ
る
訳
で

は
な
い
の
で
、
防
災
に
配
慮
し

な
が
ら
現
在
の
場
所
ま
た
は
そ

の
付
近
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

は
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

子
ど
も
食
堂
や
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
利
活

用
さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

　
中
央
公
民
館
の
食
堂
は
、
現

在
老
朽
化
に
伴
い
衛
生
面
で
の

課
題
が
あ
り
、
機
能
を
果
た
し

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
子
ど

も
食
堂
を
実
施
す
る
に
し
て
も

調
理
は
別
の
場
所
で
行
う
事
に

な
ろ
う
か
と
思
う
。

　
居
場
所
に
つ
い
て
は
、
和
室

を
利
用
し
た
自
学
塾
を
平
成
28

年
か
ら
実
施
し
家
庭
学
習
の
環

境
に
加
え
、
自
ら
学
ぶ
機
会
、

場
所
を
提
供
し
て
い
る
。

　

 

問
頂
い
た
資
料
に
よ
る
と
、

10
年
間
調
理
室
と
し
て
の
機
能

を
損
な
っ
た
ま
ま
、
保
健
セ
ン

タ
ー
や
、
そ
～
れ
下
の
調
理
場

を
利
用
し
て
い
た
と
の
事
だ

が
、
補
修
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

 

 答 

社
会
教
育
課
長

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
流
し
台
、
す

べ
て
老
朽
化
に
伴
い
実
施
し
て

い
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　

 

問
調
理
教
室
と
か
、
そ
う
い

う
も
の
に
保
健
セ
ン
タ
ー
の
調

理
室
を
使
い
、
そ
こ
を
頼
り
に

直
さ
な
い
と
い
う
事
は
あ
り
え

な
い
事
だ
と
思
う
が
、
ど
の
様

に
お
考
え
か
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

社
会
教
育
課
長

　
補
修
、
修
繕
に
ど
れ
だ
け
か

か
る
か
と
い
う
事
を
念
頭
に
お

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問1
庁
舎
建
設

問2
中
央
公
民
館
施
設

座間味 薫 議員
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
、
観
光

客
の
満
足
度
向
上
、
村
民
の
生

活
向
上
の
た
め
に
も
、
古
宇
利

島
へ
の
早
期
の
光
ケ
ー
ブ
ル
開

通
、
ま
た
、
村
内
の
未
開
通
エ

リ
ア
へ
の
早
期
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
村
当
局
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

古
宇
利
島
の
高
速
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
化
に
お
け
る
課
題
に
つ

い
て
関
係
機
関
で
調
整
中
。
地

域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
県
や
関
係

事
業
者
に
要
請
等
働
き
か
け

る
。

 

問
協
議
の
中
で
、
県
の
考
え
、

村
と
し
て
の
考
え
を
ど
う
協
議

し
て
い
っ
た
の
か
伺
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

副
村
長

　

古
宇
利
島
に
つ
い
て
橋
で
繋

が
っ
て
い
る
為
、
離
島
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
事
業
の
対
象
で
は
な

く
、
県
と
し
て
は
財
政
的
支
援

で
は
な
く
、
事
実
的
助
言
等
は

や
っ
て
い
く
の
で
、
民
間
事
業

者
と
村
が
協
力
し
て
進
め
て
は

ど
う
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
等
事
業
者
に
も
聞
い
て
い

る
が
、
事
業
者
単
独
、
ま
た
は
、

村
単
独
で
全
額
を
古
宇
利
島
の

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
敷
く
為
に
出

す
の
は
難
し
い
。
補
助
事
業
が

な
い
か
、
金
額
を
下
げ
る
方
法

な
い
か
、
県
か
ら
少
し
で
も
支

援
で
き
な
い
か
検
討
。
　

 

問
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
古
宇
利
島
は
県

内
屈
指
の
観
光
地
域
。
観
光
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か

ら
光
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
は
必
須
。
観
光
振
興
の
観

点
か
ら
県
に
要
請
し
て
い
る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

県
主
催
の
圏
域
別
行
政
懇
談

会
で
、
古
宇
利
島
は
離
島
で
は

な
い
が
、
非
常
に
観
光
客
が
多

く
、
本
部
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
で
更
な
る
観
光
客
増
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
ん
な
中
、
橋
が
架

か
り
離
島
で
は
な
い
か
ら
整
備

事
業
が
出
来
な
い
の
は
理
解
で

き
な
い
と
強
く
要
望
し
た
。
謝

花
副
知
事
か
ら
「
村
長
か
ら
の

指
摘
の
件
に
つ
い
て
、
非
常
に

重
要
な
場
所
と
理
解
し
て
い
る
。

担
当
部
局
で
も
詰
め
て
い
き
た

い
」と
前
向
き
な
答
弁
が
あ
っ
た
。

直
接
県
へ
早
期
開
設
も
し
く
は

整
備
を
要
請
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
村
内
の
中
で
も
、
渡
喜
仁
、

運
天
、
上
運
天
な
ど
宿
泊
施
設

な
ど
伸
び
て
い
る
地
域
へ
の

ネ
ッ
ト
環
境
整
備
は
。

 

 答 

副
村
長

　

村
内
の
誰
も
が
光
ケ
ー
ブ
ル

を
使
え
る
環
境
が
出
来
れ
ば
、

そ
れ
が
一
番
。

　
　
　
　
　

 

問
今
帰
仁
城
跡
の
歴
史
、
村

内
情
報
な
ど
多
言
語
対
応
で
の

情
報
発
信
で
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

社
会
教
育
課
長

　
内
容
、
予
算
等
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
内
容
を
再
度
担
当
部
署

と
検
討
。
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
村
内
飲
食
店
、
宿
泊
施
設

等
、
村
内
至
る
所
を
楽
し
ん
で

貰
え
る
よ
う
、
一
括
情
報
発
信

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

社
会
教
育
課
長

　
本
当
に
い
い
情
報
発
信
源
。

中
味
、
予
算
に
つ
い
て
改
め
て

協
議
し
て
い
く
。
　
　
　
　

 

問
「
釧
路
町
桜
ま
つ
り
」
へ

の
参
加
後
の
懇
親
会
に
て
、
釧

路
町
観
光
協
会
長
と
村
長
の
間

で
ア
イ
ヌ
伝
統
芸
能
と
北
山
の

風
な
ど
、
文
化
芸
能
交
流
、
児

童
交
流
な
ど
今
後
の
凄
く
い
い

展
望
を
話
し
て
い
た
が
、
現
在

の
観
光
協
会
同
士
の
姉
妹
提
携

の
中
、
観
光
協
会
だ
け
で
は
予

算
的
に
厳
し
い
。
村
と
し
て
事

業
化
を
本
格
的
に
考
え
る
か
。

 

 答 

村
長

　

ま
だ
今
年
か
ら
交
流
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
の
交

流
を
深
め
て
い
く
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　

　

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
整

備
に
よ
り
、
景
観
も
川
幅
も
広

く
な
り
大
変
素
晴
ら
し
い
事
だ

が
、
国
道
５
０
５
号
線
の
通
る

橋
の
幅
は
そ
の
ま
ま
で
、
そ
こ

が
狭
く
な
り
台
風
時
な
ど
国
道

ま
で
潮
が
上
が
る
。
村
と
し
て

対
策
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

平
成
25
、
27
、
29
年
度
と
県

土
木
建
築
部
に
要
請
し
て
き
た

が
、
村
で
の
対
応
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
県
で
整
備
で

き
な
い
か
調
整
し
て
い
く
。

問1
観
光
振
興

上原 祐希 議員

問2
今
泊
区
港
川
に
架
か
る

「
国
道
５
０
５
号
３
号

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
」

（
橋
）の
改
修
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近
年
、
増
加
し
て
い
る
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
に
対
し
、
快

適
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

提
供
し
、
満
足
度
を
高
め
、
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
観
光
産
業
の
発
展
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
村
内
の
公
共

施
設
お
よ
び
飲
食
店
や
小
売
店

な
ど
と
い
っ
た
人
々
が
集
ま
る

場
所
に
フ
リ
ーW

i-Fi

の
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
、
設
置
に

か
か
る
責
用
支
援
が
で
き
な
い

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

現
在
、
北
部
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
の
運
営
で
、
村
グ
ス

ク
交
流
セ
ン
タ
ー
、
役
場
、
運

天
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
整
備
の
予
定

は
な
い
。
整
備
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。
　
　
　
　

 

問
村
内
の
ネ
ッ
ト
環
境
は
ま

だ
ま
だ
不
十
分
だ
と
考
え
る

が
。

 
 答 

総
務
課
長

　
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
不
十

分
だ
と
認
識
。
　
　
　
　
　

 

問
整
備
に
つ
い
て
は
莫
大
な

費
用
が
か
か
る
と
認
識
し
て
い

る
。
補
助
事
業
等
が
探
せ
て
い

な
い
の
か
。　
　
　
　
　
　

 

 答 

副
村
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
整
備
に
使
え

る
補
助
金
を
見
つ
け
て
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
沖
縄
県
等
に
要

請
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　

 

問
総
務
省
か
ら
「
防
災
に
資

す
るW

i-Fi

環
境
整
備
計
画
」

と
い
う
補
助
事
業
が
あ
る
。
条

件
が
合
え
ば
補
助
率
が
３
分
の

２
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今

一
度
検
討
を
し
て
み
て
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

副
村
長

　

調
査
し
、
使
え
る
よ
う
で
あ

れ
ば
そ
れ
も
参
考
に
し
た
い
。

　

沖
縄
本
島
中
南
部
地
域
で   

「
シ
ロ
ガ
シ
ラ
」
に
よ
る
レ
タ

ス
な
ど
へ
の
被
害
が
広
が
っ
て

い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
本

村
で
も
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
と

い
っ
た
露
地
栽
培
の
作
物
が
被

害
に
あ
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
が
、
対
策
は
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

農
産
物
へ
の
被
害
は
村
内
全

域
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
は
果
樹
へ
の
被
害
が
主
で

あ
っ
た
が
、
昨
年
度
か
ら
は
キ
ャ

ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
露
地

野
菜
へ
の
被
害
報
告
が
増
加
し

て
い
る
。
村
と
し
て
は
捕
獲
箱

の
設
置
や
猟
銃
に
よ
る
駆
除
を

実
施
し
て
き
た
が
思
う
よ
う
な

成
果
が
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

 

問
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
か
ぶ

せ
ら
れ
る
よ
う
な
防
鳥
ネ
ッ
ト

が
対
策
の
一
つ
と
し
て
あ
る
と

思
う
が
、
設
置
費
用
を
支
援
す

る
計
画
は
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

経
済
課
長

　
村
の
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に

「
マ
ン
グ
ー
ス
」と「
シ
ロ
ガ
シ
ラ
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
現
時
点

で
は
支
援
と
い
う
も
の
は
さ
れ

て
い
な
い
状
況
。
今
後
は
関
係

機
関
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。
　
　

　

絶
滅
危
惧
種
の
ジ
ュ
ゴ
ン
が

回
遊
す
る
ウ
ッ
パ
マ
沖
や
古
宇

利
島
北
沖
に
不
発
弾
が
発
見
さ

れ
た
。
村
と
し
て
の
対
応
は　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 答 

村
長

　
発
見
後
、
村
か
ら
海
上
保
安
庁

へ
通
報
し
、
海
上
自
衛
隊
に
よ
る

集
積
・
水
蓄
保
管
作
業
が
行
わ

れ
た
。
今
後
、
ウ
ッ
パ
マ
沖
の

も
の
は
海
上
自
衛
隊
、
漁
協
な

ど
と
水
中
爆
破
処
理
に
つ
い
て

時
期
、場
所
等
を
調
整
し
て
い
く
。

古
宇
利
島
沖
に
つ
い
て
は
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
く
。
　
　

　
　　
　
　
　
　

　

同
村
道
を
山
手
に
進
ん
で
い

く
と
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
だ

と
考
え
ら
れ
る
松
の
木
が
多
数

目
に
つ
い
た
。
景
観
を
守
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
早
急
な
対
応

が
望
ま
れ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

枯
れ
木
に
つ
い
て
の
そ
の
多

く
は
個
人
有
地
に
あ
り
、
私
有

財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
原
則
的

に
所
有
者
が
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　

與那嶺 透 議員

問1
フ
リ
ーW

i-F
i 

ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の

整
備
拡
充

問4
村
道
与
那
嶺
諸
志
線

沿
い
の
松
く
い
虫
対

策

問2
農
作
物
の
鳥
獣
被
害

問3
海
中
不
発
弾
の
処
理



（11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　なきじん議会だより　　　　　　　      平成 30 年 9 月 1 日　第 151 号

　

各
幼
稚
園
、
保
育
所
の
跡
利

用
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

　

公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

村
公
有
財
産
管
理
運
用
委
員
会

に
お
い
て
、
今
後
の
利
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
公
立
保
育
所
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
村
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
売
却
処
分
を
前
提
に
検
討

し
て
い
る
が
、
当
面
は
幼
保
連

携
一
体
化
施
設
整
備
に
伴
う
保

育
所
関
係
備
品
の
一
時
保
管
場

所
と
し
て
活
用
の
予
定
。
　

 

問
跡
利
用
検
討
委
員
会
等
を

設
置
す
る
計
画
は
。

　
　
　

 

 答 
教
育
長

　

施
設
の
今
後
の
活
用
状
況
を

踏
ま
え
、
村
公
有
財
産
管
理
運

用
委
員
会
に
お
い
て
協
議
を
行

い
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。　
　

　
　
　
　
　

　

今
帰
仁
村
で
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

現
在
本
村
で
は
、「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
で
は
な
い
が
毎
年
「
北
山

王
・
王
妃
」
を
募
集
し
、
一
次

審
査
、
二
次
審
査
を
経
て
「
北

山
王
・
王
妃
」
と
な
ら
れ
た
方

へ
、
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り

中
心
に
各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
本
村
の
ピ
ー
ア
ー

ル
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

新
た
な
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
村
商
工
会
や

村
観
光
協
会
と
連
携
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
沖
縄
県
で
は
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
は
何
市
町
村
に
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

県
内
市
町
村
の
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
沖
縄
県
内
41
市
町
村

の
う
ち
、
30
市
町
村
が
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
て

い
る
と
把
握
し
て
い
る
。

　

村
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
貧
困
対
策
が

な
さ
れ
て
い
る
か
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

村
の
貧
困
対
策
と
し
て
は
、

子
ど
も
応
援
支
援
員
を
配
置
し
、

個
別
の
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
給
付
型
奨
学
金
や
入

学
準
備
金
貸
付
制
度
を
設
け
て

い
る
。

　
ま
た
、
進
学
を
応
援
す
る
制

度
や
仕
組
み
・
教
育
資
金
全
般

に
つ
い
て
書
か
れ
た
冊
子
の
提

供
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
県
の

事
業
で
あ
る
母
子
家
庭
生
活
支

援
事
業
所
「
ゆ
い
は
ぁ
と
」
や

子
育
て
総
合
支
援
モ
デ
ル
事
業

に
よ
る
「
じ
ん
ぶ
ん
塾
」
と
連

携
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　

與儀 常次 議員

問1
幼
稚
園
、
保
育
所
の

跡
利
用

問2
今
帰
仁
村
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ

☎0980-56-4397  議会事務局

平成30年9月定例会傍聴へ行こう！
平成30年9月10日（月）～21日（金）までの会期予定です。

一般質問日程は13日（木）・14日（金）・19日（水）の予定ですが、
詳細については事務局までお問い合わせください。

お問い合わせ

～あなたが選んだ代表がどのような活動をしているか村議会を傍聴してみませんか？皆様の傍聴をお待ちしております～

問3
子
ど
も
の
貧
困
対
策

第
６
代 

北
山
王
・
王
妃

▲
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た
く
ま
し
い
大
人
に
な
る
た

め
に
、
幼
児
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
を
推
進
し
、「
確
か
な
学

力
向
上
」
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

「
確
か
な
学
力
向
上
」
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
の
施
策
と
し
て
「
学

力
向
上
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
平
成
29
年
度
よ
り
３
カ
年
計

画
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
村

も
県
の
施
策
に
あ
わ
せ
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
行
政
機
関
等
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行

い
、
本
村
の
子
ど
も
た
ち
の
「
確

か
な
学
力
向
上
」
を
目
指
し
て

い
る
。

　
本
村
で
は
「
北
山
学
園
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
も
と
、
地
域
型

一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
中
で
も
「
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
汎

用
的
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、

教
育
課
程
に
絡
め
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。　

 

問
今
帰
仁
村
「
共
通
実
践
４

項
目
」（
仮
称
今
帰
仁
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
）
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

「
共
通
実
践
４
項
目
」

●

一
つ
目

｢

チ
ャ
イ
ム
黙
想
」
授

業
開
始
前
に
席
に
着
き
、
チ
ャ

イ
ム
と
と
も
に
各
自
で
黙
想
を

し
、
休
み
時
間
と
授
業
の
け
じ

め
を
つ
け
、
心
を
落
ち
着
か
せ

る
こ
と
で
、
授
業
に
集
中
す
る

環
境
を
整
え
る
。

●

二
つ
目

｢

さ
ん
Ｓ
Ａ
Ｎ
運
動｣

　

友
達
や
年
上
、
年
下
、
男
女
を

問
わ
ず
「
○
○
さ
ん
」
と
「
さ
ん
」

づ
け
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
Ｔ

Ｐ
Ｏ
に
応
じ
た
丁
寧
な
言
葉
遣

い
を
意
識
し
、
互
い
を
尊
重
す

る
雰
囲
気
を
学
校
全
体
で
醸
成

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　

●

三
つ
目
「
徒
歩
登
校
」　
体
力

の
向
上
を
促
し
、
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

四
つ
目
「
学
級
環
境
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
化
」

　
特
に
「
教
室
の
前
面
を
意
識

的
に
す
っ
き
り
と
さ
せ
る
」
こ

と
に
取
り
組
み
の
重
点
を
お
き
、

児
童
生
徒
が
集
中
し
て
授
業
に

取
り
組
む
環
境
を
整
え
る
。

　
以
上
を
「
共
通
実
践
４
項
目
」

（
今
帰
仁
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
と
し

て
、
推
奨
す
る
。
　
　
　

　

国
営
事
業
費
３
９
３
億
円
、

工
期
昭
和
60
年
度
～
平
成
18
年

度
の
工
期
で
完
成
し
、名
護
市
、

今
帰
仁
村
の
農
業
生
産
の
向

上
、
農
業
経
営
の
安
定
化
に
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
現

在
は
村
内
東
側
で
の
整
備
は
進

ん
で
い
る
が
、
西
側
地
区
は
そ

の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
現
状

で
あ
る
。
以
前
か
ら
農
家
の
強

い
要
望
も
あ
る
、
環
境
保
全
型

農
業
の
普
及
を
図
る
こ
と
か
ら

も
、
西
側
地
区
の
整
備
を
熱
望

す
る
が
、
村
長
の
見
解
は
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
羽

地
大
川
土
地
改
良
区
）
へ
新
た

に
地
区
編
入
す
る
た
め
に
は
、

沖
縄
総
合
事
務
局
及
び
国
土
交

通
省
と
の
調
整
や
、
名
護
市
と

の
協
議
も
必
要
と
な
る
。

　
さ
ら
に
は
沖
縄
県
、
今
帰
仁

村
及
び
受
益
者
の
負
担
も
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
意
見
及

び
村
の
財
政
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

実
行
委
員
会
、
事
務
局
の

努
力
に
よ
り
年
々
参
加
者
が
増

え
、
第
８
回
は
過
去
最
高
と

な
っ
た
が
、
定
員
の
４,
０
０
０

名
に
は
わ
ず
か
だ
が
及
ば
な

い
。
要
因
と
し
て
、
開
催
時
期

で
あ
る
４
月
の
不
安
定
な
天
候

が
考
え
ら
れ
る
が
、
開
催
時
期

に
つ
い
て
の
見
解
は
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

古
宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー

Ｒ
Ａ
Ｎ
は
、
現
在
４
月
の
第
３

週
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
。

同
大
会
は
実
行
委
員
会
形
式
で

行
っ
て
お
り
、
毎
回
実
行
委
員

会
で
話
し
合
っ
た
上
で
日
程
を

決
定
し
て
い
る
。
村
の
行
事
や

他
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
の
兼
ね

合
い
も
あ
る
の
で
、
次
回
大
会

に
向
け
た
実
行
委
員
会
で
話
し

合
っ
た
上
で
決
定
し
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島袋 誠 議員

問1
村
立
小
中
学
校
に
よ

る
学
力
向
上
推
進

問2
羽
地
大
川
農
業
用
水

問3
「
古
宇
利
島
マ
ジ
ッ
ク

ア
ワ
ー
Ｒ
Ｕ
Ｎ
ｉ
ｎ
今

帰
仁
村
」
の
開
催
時
期
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村
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、

健
康
増
進
や
介
護
予
防
に
資
す

る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
長
年
活

発
に
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
高

齢
化
が
進
む
に
つ
れ
道
具
の
設

営
撤
去
な
ど
の
負
担
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
公
園
内

の
多
目
的
広
場
へ
の
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
備
品
の
常
設
運
用
に
つ

い
て
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

　
多
目
的
広
場
に
ホ
ー
ル
ポ
ス

ト
を
設
置
し
、
他
の
団
体
が
使

用
す
る
場
合
は
、
休
憩
用
テ
ン

ト
へ
片
づ
け
て
頂
く
と
い
う
運

用
を
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

と
調
整
し
た
。
　
　
　
　
　

 

問
多
目
的
広
場
へ
の
屋
根
付

き
休
憩
所
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
ト
イ
レ
の
新
規
設
置
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

　
多
目
的
広
場
へ
の
休
憩
所
は
、

休
憩
用
の
テ
ン
ト
を
設
置
す
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
設
置
費
用
、
及
び

そ
の
後
の
清
掃
や
浄
化
槽
管
理

な
ど
の
維
持
管
理
費
用
を
考
慮

し
な
が
ら
、
今
後
の
課
題
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。
　
　　

 

問
公
園
内
入
り
口
に
あ
る
既

存
の
和
式
ト
イ
レ
を
高
齢
者
や

障
が
い
者
に
優
し
い
ト
イ
レ
の

改
修
は
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

　
運
動
公
園
内
入
口
に
あ
る
ト

イ
レ
は
、
す
べ
て
和
式
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
一
部
を
洋
式

ト
イ
レ
へ
の
改
装
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
９
月
の
補
正
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

  「
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
」
は
、
受

託
業
者
が
ゼ
ロ
か
ら
構
想
す
る

の
か
、
又
は
、
村
の
大
筋
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
、
移
住
に

重
き
を
置
い
た
考
え
方
と
、
定

住
に
重
き
を
置
い
た
考
え
方
で

は
、
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
の
方
向

が
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
村
当
局
の
具
体
的
な
方

向
性
は
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 答 

村
長

　
本
事
業
の
大
筋
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
、「
今
帰
仁
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
」
に
記
載
の
通
り
、「
今

帰
仁
村
の
魅
力
を
生
か
し
、
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
・
呼

び
戻
す
」
こ
と
に
あ
り
、
そ
う

す
る
こ
と
で
村
全
体
の
地
域
活

性
化
を
図
る
目
標
。

　
今
年
度
は
、
講
演
会
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
移
住
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
今
帰
仁
村
全
19

カ
字
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
業
務
委
託
仕
様
書
に
住
民

に
む
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

村
全
体
を
４
地
区
に
分
け
、
各

一
回
程
度
の
開
催
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
村
が
移

住
定
住
に
向
け
た
何
ら
か
の
事

業
を
実
施
し
、
よ
っ
て
地
域
住

民
の
関
心
度
が
高
い
な
ら
、
講

演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の

参
加
率
も
高
い
と
予
想
さ
れ
る

が
、
１
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
の
問

題
と
し
て
移
住
定
住
の
意
識
啓

発
、
課
題
点
を
議
論
す
る
住
民

参
加
型
の
共
同
作
業
と
し
て
の

体
を
な
す
の
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

総
務
課
長

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
業
者
か

ら
１
回
で
は
、
不
十
分
だ
と
い

う
事
で
、
２
～
３
回
、
必
要
に

応
じ
て
複
数
回
を
開
催
す
る
こ

と
で
提
案
を
受
け
て
い
る
。
　

 
問
空
き
家
対
策
と
移
住
定
住

促
進
事
業
と
は
関
連
し
て
く
る

と
思
う
が
、
移
住
者
に
対
し
て

空
き
家
を
利
活
用
し
た
カ
フ
ェ

や
民
泊
な
ど
の
仕
事
創
出
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ

に
は
一
担
当
課
だ
け
で
は
な

く
、
庁
舎
内
関
係
部
局
と
の
連

携
が
必
要
と
思
う
が
見
解
は
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

総
務
課
長

　
関
係
部
署
・
各
課
で
関
連
す

る
部
分
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
連
携
す
る
。
　

 

問
住
民
向
け
の
意
識
啓
発
も

必
要
で
す
が
、
で
は
役
場
職
員

は
、
移
住
・
定
住
に
ど
の
よ
う

な
考
え
で
、
実
際
に
話
し
合
わ

れ
た
機
会
は
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

総
務
課
長

　
職
員
も
、
地
域
に
帰
れ
ば
地

域
の
一
員
と
い
う
事
で
、
地
域

住
民
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。
職
員

間
で
、
話
し
合
わ
れ
た
事
は
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　

問2
今
帰
仁
村
移
住
定
住

促
進
事
業

玉城 みちよ 議員

問1
総
合
運
動
公
園
を
利

活
用
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
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雨
天
時
生
徒
た
ち
は
、
雨
に

濡
れ
な
が
ら
バ
ス
を
待
つ
状
況

で
あ
る
。
授
業
を
受
け
る
に
も

制
服
が
濡
れ
た
状
態
で
は
集
中

力
低
下
等
。

　

そ
し
て
冬
場
に
は
健
康
上
に

も
悪
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
生

徒
の
健
康
上
、
学
習
環
境
の
整

備
の
観
点
か
ら
風
雨
を
し
の
げ

る
建
屋
バ
ス
停
の
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
村

の
見
解
は
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

　

現
在
、
天
底
小
学
校
、
今
帰

仁
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
大
部

分
が
国
道
で
あ
る
。
関
係
機
関

と
の
調
整
、
及
び
設
置
要
請
を

行
っ
て
い
く
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
は
高
齢
や
障
が
い
者
等
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
気

兼
ね
な
く
参
加
で
き
る
旅
行
を

目
指
す
こ
と
で
あ
り
、
沖
縄
県

に
お
い
て
も
、「
誰
も
が
楽
し
め

る
、
や
さ
し
い
観
光
地
を
目
指

し
て
」
平
成
19
年
２
月
14
日
に

沖
縄
観
光
バ
リ
ア
フ
リ
ー
宣
言

を
行
っ
て
い
る
。
　

　
村
と
し
て
も
情
報
の
収
集
や
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
応
等

が
可
能
か
調
査
し
て
い
き
た
い
。

　

 

問
本
部
港
に
２
０
２
０
年
供

用
開
始
予
定
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
で
、
多
く
の
方
々
が
我
が
今

帰
仁
村
に
も
お
越
し
下
さ
り
、

今
帰
仁
村
を
堪
能
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
村
内
含
め
食
材
の

豊
富
な
近
隣
市
町
村
と
連
携

し
、
現
在
で
も
１
０
０
万
余
の

観
光
客
が
訪
れ
る
古
宇
利
漁
港

内
に
、
今
帰
仁
・
ヤ
ン
バ
ル
の

食
の
観
光
を
楽
し
め
る
施
設

を
、
北
部
連
携
促
進
事
業
等
を

活
用
し
建
設
し
て
は
ど
う
か
、

そ
れ
に
伴
い
農
畜
産
業
、漁
業
、

加
工
販
売
の
振
興
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る

が
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 答 
村
長

　

古
宇
利
漁
港
内
の
食
の
観
光

施
設
に
つ
い
て
は
、
古
宇
利
島

に
も
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
状
況
下
、
ご
質
問
に
あ
り

ま
す
今
帰
仁
や
ん
ば
る
の
食
の

観
光
施
設
建
設
に
関
し
て
も
、

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
承
り
た

い
。
た
だ
、喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

駐
車
場
と
ト
イ
レ
が
慢
性
的
に

不
足
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年

本
部
港
の
ク
ル
ー
ズ
拠
点
供
用

開
始
に
向
け
、
観
光
地
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を
招
か
な

い
よ
う
、
ま
ず
は
駐
車
場
及
び

ト
イ
レ
の
整
備
に
関
し
、
優
先

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。
　
　
　

　

現
在
の
北
山
高
校
内
で
の
塾

の
状
況
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

　

現
在
36
名
の
生
徒
が
受
講
し

て
お
り
、
塾
講
師
に
つ
い
て
は

２
名
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
　

 

問
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中

で
、
英
語
、
英
会
話
に
特
化
し
、

年
代
別
、
レ
ベ
ル
別
で
の
塾
や

教
室
を
開
設
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
村
の
見
解
を
伺
う
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

　

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
行

政
と
し
て
年
代
別
、
レ
ベ
ル
別

の
英
語
塾
を
運
営
し
て
い
く
こ

と
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
小
学
校
・
中
学
校
及
び
高
校

に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
配
置

し
て
お
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英

語
学
習
環
境
が
あ
り
、
ま
た
、

民
間
の
英
語
教
室
、
地
域
で
の

英
会
話
サ
ー
ク
ル
等
が
あ
る
の

で
、
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

問1
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
留

所
の
整
備

問2
観
光
振
興

問3
地
域
お
こ
し
協
力
隊

山城 太 議員

chall
enge

!

お詫びと訂正

「議会だより第150号」（平成30年６月１日発行）記事に

誤りがありました。

■ 12ページ　

平成 29年度政務活動費収支報告書表氏名欄

誤　與儀 勝治

正　與那 勝治

■ 13ページ

平成 29年度政務活動費の使い道（円グラフ内訳表示）

誤　事務費　０．３％

正　事務費　３．１％

読者の皆様には、訂正してお詫び申し上げます。

※なお、ホームページ掲載記事については訂正済です。
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平成30年度今帰仁村一般会計第３回補正予算について

平成30年度今帰仁村国民健康保険特別会計第２回補正予算について

平成30年度今帰仁村水道事業会計第１号補正予算について

指定管理者の指定について

工事請負契約について（幼保連携一体化施設新築電気設備工事）

工事請負契約について（幼保連携一体化施設新築機械設備工事）

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

古宇利島に光ケーブルの早期導入を求める要請決議

議席 1 2 3 議長 5 6 7 8 9 10 11

氏

名
議　　案

議
決
結
果

與
儀
　
常
次

上
原
　
祐
希

島

袋

　
 

誠

座
間
味
　
薫

東
恩
納
寛
政

與
那
　
勝
治

吉
田
　
清
尊

玉
城
み
ち
よ

與
那
嶺
好
和

山

城

　
 

太

議決結果・賛否一覧表
「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　「公」：公務の欠席　「病」：法定伝染病の欠席。
議長は採決に加わらないため斜線としていますが、可否同数の場合に採決権があります。

與
那
嶺
　
透

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議  案
第25号

議  案
第24号

議  案
第26号

議  案
第27号

議  案
第28号

議  案
第29号

同意案
第４号

決　議
第２号

議
案
番
号

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

同 意 

可 決

　スマートフォンの普及を受け、インターネット利用が当たり前に

なる中、村民の医療、福祉、教育などの住民サービス向上に向けては、

情報インフラの整備は必須になっている。

　また、沖縄県では、県内への入域観光客数の大幅な伸びを受け、

2017 年 3 月に 2021 年度に向けた観光の目標について、入域観光

客数を 1,000 万人から 1,200 万人に、観光収入を 1 兆円から 1 兆

1 千億円に上方修正した。

　その際に、国内観光客数は 800 万人と据え置き、外国人観光客

数を 200 万人から 400 万人としている。

そんな中、2020 年供用開始予定の本部港への大型クルーズ船寄港

が決定しており、本村においても大幅な外国人観光客の増加が見込

まれる。

　中でも、県内においても重要な観光地となっている古宇利島へは

現在の 80 万人程から更なる入域観光客数の増加、特に外国人観光

客数は確実に伸びる事が予想される。

　そのような状況の中、古宇利島への高速ブロードバンド環境の整

備はインバウンド対策（多言語対応、Wi-Fi 環境整備、ICT を活用

したサービス向上）において必要不可欠なものである。知事も「世

界最高水準の観光リゾート地を目指して頑張っていきたい。」とし

ている。

　よって、観光立村を目指す今帰仁村においても、「美ら海水族館」

と並び、北部の観光名所である古宇利島への高速ブロードバンド環

境整備事業は必須であると考え、光ケーブルの早期導入を強く求め

る。

　
　以上決議する。
　　　　　　　　　　　　　　　平成 30 年 6 月 22 日
　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡今帰仁村議会

　宛先　　沖縄県知事　翁長　雄志　殿

古宇利島に光ケーブルの早期導入を求める
要請決議

嘉数登沖縄県企画部企画振興統括監（写真左）に要請書

を読み上げる東恩納寛政議長

喜屋武治樹村長（写真左から）、嘉数登沖縄県企画部企

画振興統括監、東恩納寛政議長、上原祐希議員（要請決

議提案者）

　村議会では、平成 30 年６月22日定例会において、「古

宇利島に光ケーブルの早期導入を求める要請」を決議し、

８月１日付で県知事あて村長と共に要請を行った。

議長は「古宇利大橋の開通以来、島への観光客等の増加に

伴い、ネット環境の整備の必要があり、光ケーブルの早期

敷設が望まれる。」として、県の対応に期待するとした。
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一
般
質
問

９
月
定
例
会

会
期
日
程(

９
月
16
日
〜
19
日
）

編
集
後
記

用
語
特
集

新
議
会
議
員

研
修
会

新
議
会
議
員

研
修
会

研
修
風
景

研
修
風
景

Photo

議
会
ス
ナ
ッ
プ

現場踏査 ２
月
定
例
監
査

◆
村
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
受

け
村
議
会
議
員
と
し
て
活
動
さ

せ
て
頂
き
、
早
い
も
の
で
４
年

の
任
期
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
広
報
調
査
特
別
委
員
会

で
は
、「
議
会
で
何
を
議
論
し
議

員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」
を

限
ら
れ
た
文
字
数
に
納
め
議
会

報
告
と
し
て
お
伝
え
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。　

　

各
編
集
委
員
で
知
恵
を
出
し

合
い
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
さ

や
見
や
す
さ
を
念
頭
に
入
れ
工

夫
し
な
が
ら
「
伝
え
る
努
力
」

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
は
、
今

号
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
む
中
、
議
会

の
果
た
す
役
割
は
、
大
変
重
要

で
あ
り
、
議
会
の
様
子
が
こ
の

紙
面
を
通
じ
て
皆
さ
ま
に
ホ
ッ

ト
に
伝
わ
る
こ
と
を
願
い
、
こ

れ
か
ら
も
進
化
す
る
「
議
会
だ

よ
り
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

広
報
副
委
員
長　

玉
城
み
ち
よ

◎現場踏査は村が発注した事業、及び
その他の事業の進捗状況を直接現場に
出かけて調査するもので、定例会の会
期中に行われています。

一
般
質
問

９
月
定
例
会

会
期
日
程(

９
月
16
日
〜
19
日
）

編
集
後
記

用
語
特
集

新
議
会
議
員

研
修
会

新
議
会
議
員

研
修
会

研
修
風
景

研
修
風
景

Photo

議
会
ス
ナ
ッ
プ

現場踏査 ２
月
定
例
監
査

▲ 1 号水路 ▲２号水路・１号道路

　７月 11 日から８月 15 日までの間、一般会

計を始め国民健康保険特別会計、後期高齢者

医療特別会計、水道事業会計の決算審査が行

われた。監査委員は決算報告書により、財政

運営が効率的かつ公正に実施されたかどうか

担当者から聴取し慎重に審査を行った。

　また、先の台風７号の大雨で石垣が崩落し

た今帰仁城跡を現場踏査した。

　
８
月
20
日
沖
縄
県
町
村
議
会
議
長

会
石
垣
安
秀
事
務
局
長
を
、
招
へ
い

し
、「
村
議
会
議
員
研
修
会
」
が
議
会

事
務
局
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
今
年

か
ら
、
設
置
さ
れ
た
「
予
算
審
査
特

別
委
員
会
」「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

の
議
案
を
よ
り
詳
細
に
、
か
つ
充
分

な
審
議
を
す
る
た
め
に
、
村
議
会
（
東

恩
納
寛
政
議
長
）
主
催
で
開
か
れ
た

も
の
。
研
修
会
で
は
特
別
委
員
会
で

の
審
査
方
法
、
決
算
の
見
方
・
審
議

の
仕
方
を
主
に
進
め
ら
れ
た
。
石
垣

事
務
局
長
は
、
委
員
会
運
営
上
の
問

題
点
等
丁
寧
に
説
明
さ
れ
議
員
ら
は

研
鑽
を
積
ん
だ
。

　
北
部
市
町
村
議
会
議
長
会

主
催
で
７
月
５
日
、
大
宜
味

村
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地
方

自
治
の
振
興
発
展
、
健
康
増

進
、
親
睦
を
目
的
に
各
市
町

村
持
ち
回
り
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
。

　
今
年
も
研
修
会
で
研
鑽
を

つ
ん
だ
後
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

大
会
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
た
。

　
大
宜
味
村
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
村
特
産
の
手
作
り

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

参
加
者
は
交
流
を
深
め
た
。

北部市町村議会・議員事務局職員研修会及び
スポーツレク大会スポレク大会　IN 大宜味村

平成 29 年度決算審査

■仲宗根地区排水路道路計画地


